
7 6さんじょう市議会だより
2012年（平成24年）5月16日号

さんじょう市議会だより
2012年（平成24年）5月16日号

市
政
を
問
う

今
定
例
会
で
は
、
全
6
会
派

が
大
綱
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

《用語解説》 ＊1⃝大綱質疑…提出された議案について、詳細な審査を行う委員会に付託する前に、大まかに
質疑を行うもの。

＊1

■
施
政
方
針
に
つ
い
て

問
５
つ
の
徹
底
と
３
つ
の
基
盤
強
化
に
つ
い

て
、１
年
目
の
成
果
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

答
こ
れ
ま
で
重
ね
て
き
た
取
り
組
み
が
少

し
ず
つ
形
と
な
って
表
れ
て
き
て
い
る
。例
え

ば
、地
域
経
済
の
再
活
性
化
で
は
他
の
施
策

と
相
ま
っ
て
、来
年
度
の
法
人
市
民
税
は
前

年
度
比
15・８
％
増
を
見
込
む
。

問
次
世
代
産
業
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

は
、今
後
具
体
的
に
何
を
す
る
の
か
。

答
従
来
は
小
型
風
力
発
電
装
置
の
回
転

体
の
開
発
を
中
心
と
し
て
い
た
が
、そ
れ
に

加
え
て
発
電
、蓄
電
、制
御
な
ど
シ
ス
テ
ム
全

体
を
開
発
対
象
と
し
た
独
自
の
風
力
発
電

装
置
を
創
出
し
て
い
く
。

問
子
育
て
環
境
の
充
実
の
中
で
、第
一
中

学
校
区
小
中
一
体
校
に
新
た
に
設
置
さ
れ
る

「
校
名
等
制
定
委
員
会
」は
、い
つ
ど
の
よ

う
な
形
で
開
催
し
て
い
く
の
か
。

答
学
識
経
験
者
、学
校
、保
護
者
、地
域
の

関
係
者
の
ほ
か
、公
募
委
員
も
含
め
て
10
人

程
度
で
構
成
し
、新
年
度
の
で
き
る
だ
け
早

い
時
期
に
開
催
し
た
い
。

問
地
域
の
き
ず
な・結
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

は
、具
体
的
に
ど
ん
な
取
り
組
み
を
す
る
の

か
。

答
地
域
力
の
底
上
げ
を
図
る
た
め
、か
つ

て
は
地
域
ぐ
る
み
で
や
っ
て
い
て
今
は
や
ら

な
く
な
っ
た
活
動
を
復
活
さ
せ
、そ
こ
に
新

し
い
も
の
を
付
加
す
る
こ
と
で
地
域
の
人
と

人
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
活
動
を
支
援
し

て
い
く
も
の
。

問
合
併
特
例
債
の
発
行
限
度
額
、23
年
度

ま
で
の
発
行
予
定
額
、24
年
度
の
発
行
予

定
額
、残
額
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な
対
応

を
す
る
の
か
。

答
発
行
限
度
額
は
２
７
８
億
３
１
８
０
万

円
で
、平
成
23
年
度
ま
で
の
発
行
予
定
額

が
１
８
９
億
９
２
９
０
万
円
、平
成
24
年
度

の
予
定
が
23
億
５
８
３
０
万
円
、残
額
は

16
億
７
０
０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。現

時
点
で
の
残
額
に
つい
て
も
新
市
建
設
計
画

登
載
事
業
の
う
ち
、通
常
債
を
充
当
す
る

と
し
て
い
た
事
業
に
充
当
す
る
考
え
で
あ

る
。問７・29

豪
雨
災
害
に
係
る
財
政
負
担
に

つ
い
て
、今
年
度
、来
年
度
合
わ
せ
た
災
害

復
旧
費
用
は
ど
の
く
ら
い
に
な
る
の
か
。ま

た
、そ
の
財
源
内
訳
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。答

平
成
23
年
度
補
正
予
算
か
ら
の
７・

29
豪
雨
災
害
関
連
予
算
の
合
計
は
、被

災
者
の
支
援
や
人
件
費
も
合
わ
せ
て
約

１
２
６
億
４
０
０
０
万
円
で
、そ
の
財
源
内

訳
は
、国
県
支
出
金
が
約
44
億
８
０
０
０
万

円
、地
方
債
が
約
49
億
６
０
０
０
万
円
、そ

の
他
約
11
億
８
０
０
０
万
円
、一
般
財
源
が

20
億
２
０
０
０
万
円
と
な
って
い
る
。

問
県
央
の
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、

県
の
調
整
は
期
待
で
き
る
の
か
。「
地
元
が

ま
と
ま
ら
な
い
」な
ど
と
責
任
逃
れ
を
す
る

懸
念
は
な
い
の
か
。知
事
選
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

で
の
位
置
付
け
も
重
要
に
な
る
。

答
５
０
０
床
の
基
幹
病
院
を
設
置
す
る
た

め
既
存
病
院
の
再
編
の
調
整
を
県
に
委
ね

る
こ
と
で
首
長
、医
療
関
係
者
は
合
意
し
て

お
り
、も
う
県
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

し
て
も
ら
う
ほ
か
な
い
。知
事
選
で
は
県
央

の
基
幹
病
院
の
設
置
が
具
体
的
に
い
つ
、ど

の
よ
う
に
整
備
さ
れ
る
の
か
、マ
ニ
フ
ェス
ト

を
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
と
思
って
い
る
。

問
中
心
市
街
地
の
活
性
化
施
策
に
比
べ
、

県
央
の
表
玄
関
で
あ
る
須
頃
郷
の
振
興
策

が
少
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答
民
間
活
力
が
発
揮
さ
れ
や
す
い
環
境

整
備
が
重
要
で
あ
り
、大
型
店
の
誘
導
地
区

に
加
え
、特
例
誘
導
地
区
を
独
自
に
定
め
て

い
る
。外
向
き
の
Ｐ
Ｒ
で
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用

な
ど
で
燕
三
条
ブ
ラ
ン
ド
の
製
品
群
を
外
に

出
し
て
い
き
た
い
。

問「
に
ぎ
わ
い
の
場
の
再
生
」な
ど
、地
域

の
き
ず
な
を
述
べ
て
い
る
が
、パ
ル
ム
１
の
処

理
、第
一
中
学
校
区
小
中
一
体
校
な
ど
は
、こ

れ
に
相
反
す
る
の
で
は
な
い
か
。

答
質
問
自
体
違
和
感
を
感
じ
る
。パ
ル
ム

は
中
途
半
端
で
民
間
の
引
き
取
り
手
が
な

い
。第
一
中
学
校
区
小
中
一
体
校
は
耐
震
化

の
状
況
、こ
れ
か
ら
先
の
子
ど
も
の
数
な
ど

を
勘
案
し
計
画
し
た
も
の
。

問
新
潟
市
、長
岡
市
、聖
籠
町
と
新
潟
港

の
利
用
促
進
を
進
め
て
き
た
。新
潟
経
済

圏
の
構
築
に
向
け
、次
の
ス
テ
ッ
プ
に
踏
み

出
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
東
日
本
大
震
災
の
影
響
も
あ
り
、こ
の

１
年
は
４
市
町
の
連
携
強
化
に
努
め
た
い
。

問
リ
ー
ダ
ー
研
修「
勇
志
塾
」は
、勇
人
の

志
を
学
ば
せ
る
塾
か
と
勘
ぐ
っ
て
し
ま
う

ネ
ー
ミ
ン
グ
。再
考
を
望
む
。

答
日
本
を
リ
ー
ド
す
る
人
材
育
成
を
目

指
す
。災
害
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
勇
気
あ

る
志
を
持
つ
若
者
を
育
て
る
。

問
子
ど
も
・
若
者
総
合
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ

ム
に
つ
い
て
、成
果
と
取
り
組
み
を
伺
う
。

答
関
係
機
関
と
情
報
共
有
す
る
中
で

個
々
の
支
援
の
充
実
に
つ
な
が
って
い
る
。

問
諸
橋
轍
次
記
念
館
の
記
念
品
寄
贈
調

印
式
の
日
程
は
ど
う
な
る
の
か
。

答
日
程
の
再
調
整
を
行
って
い
る
。決
定
次

第
、改
め
て
周
知
す
る
。

問
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
の
推
進
に
つ
い

て
伺
う
。

答
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活
用
で
二
酸
化

炭
素
の
排
出
削
減
と
資
源
循
環
型
社
会
の

構
築
に
取
り
組
ん
で
い
る
。堆
肥
の
ブ
ラ
ン

ド
化
や
使
用
し
た
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の

可
能
性
を
調
査
す
る
。

問
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
の
効
果
的

な
対
策
を
伺
う
。

答
広
報
活
動
や
交
通
安
全
教
室
の
開
催
、

ま
た
デ
マ
ン
ド
交
通
の
利
用
促
進
を
進
め

る
。問

通
学
路
の
歩
道
整
備
の
事
業
進
捗
を

伺
う
。

答
第
二
中
学
校
区
の
市
道
興
野
新
光
線

は
26
年
度
中
に
は
完
了
し
た
い
。第
一
中
学

校
区
の
市
道
南
四
日
町
西
本
成
寺
線
は
、

開
校
ま
で
に
完
了
予
定
で
あ
る
。

問
健
康
づ
く
り
や
認
知
症
、高
齢
者
福
祉

に
つ
い
て
伺
う
。

答
半
日
ミ
ニ
ド
ッ
ク
を
４
会
場
で
４
０
０
人

予
定
し
て
い
る
。認
知
症
連
携
パ
ス
は
、変
化

に
応
じ
た
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
や
支
援
に
つ
な

げ
る
。

■
議
第
１
号 

平
成
24
年
度
三
条
市
一
般
会
計

予
算
に
つ
い
て

問
予
算
編
成
時
点
に
お
け
る
職
員
体
制

と
新
経
営
戦
略
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
の
比
較
に
つ

い
て答

平
成
24
年
度
当
初
職
員
数
は
正
職
員

数
は
９
５
６
人
、期
限
付
任
用
職
員
３
１
５

人
、そ
の
他
の
職
員
４
７
５
人
で
定
員
適
正

化
計
画
の
目
標
人
数
と
比
較
す
る
と
、正

職
員
は
５
人
減
少
す
る
が
全
体
で
は
84
人

増
加
す
る
。新
設
の
災
害
復
旧
対
策
室
は

27
～
28
名
ぐ
ら
い
、建
設
課
は
36
～
37
名
ぐ

ら
い
の
体
制
に
な
る
。

問
市
債（
借
金
）残
高
に
つ
い
て

答
市
債
は
23
年
度
末
で
１
１
３
９
億
円
で

市
民
一人
当
た
り
約
１
１
０
万
円
と
見
込
ん

で
い
る
。

問
市
有
自
動
車
の
台
数
と
年
間
維
持
管

理
費
に
つ
い
て

答
市
有
自
動
車
は
24
年
２
月
１
日
現

在
２
０
３
台
、リ
ー
ス
車
両
は
46
台
、合
計

２
４
９
台
で
維
持
管
理
費
は
、22
年
度
決
算

額
で
５
９
２
５
万
円
で
あ
る
。

■
議
第
８
号 

平
成
24
年
度
三
条
市
水
道
事
業

会
計
予
算
に
つ
い
て

問
石
綿
セ
メ
ン
ト
管
布
設
替
え
に
つ
い
て

答
24
年
度
は
事
業
費
２
億
６
９
５
万
円
で

約
２
９
４
５
メ
ー
ト
ル
を
予
定
、25
年
度
以

降
の
残
延
長
約
１
万
５
２
０
０
メ
ー
ト
ル
は

事
業
費
13
億
３
４
０
０
万
円
で
平
成
31
年

度
ま
で
に
す
べ
て
布
設
替
え
を
終
了
す
る

予
定
で
あ
る
。

■
議
第
16
号 

三
条
市
税
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

問
個
人
住
民
税
の
均
等
割
が
５
０
０
円
引

き
上
げ
と
な
る
。こ
れ
を
財
源
と
す
る
事
業

は
何
か
。対
象
者
数
、税
収
は
い
く
ら
か
。

答
改
正
の
趣
旨
を
踏
ま
え
防
災
、減
災

対
策
を
推
進
す
る
財
源
に
。納
税
者
は
約

５
万
人
。年
間
２
５
０
０
万
円
程
度
の
増
収

に
。■

議
第
17
号 

三
条
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

問
５
年
以
内
の
赤
字
解
消
を
前
提
に
し
て

い
る
が
、10
年
に
延
ば
す
な
ど
税
率
の
緩
和

を
考
え
な
か
っ
た
の
か
。

答
赤
字
解
消
を
先
延
ば
し
す
る
こ
と
は
さ

ら
な
る
負
担
増
に
な
る
。

■
議
第
21
号 

三
条
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

問
第
５
期
事
業
計
画
で
は
、基
準
額（
年

額
）で
１
万
２
９
０
０
円
の
引
き
上
げ
。準

備
基
金
３
億
７
０
０
０
万
円
を
活
用
し
引

き
下
げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
第
６
期
に
向
け
一
定
の
基
金
は
確
保
す

る
必
要
が
あ
る
。
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